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　バスケットボールに関する雑誌・書籍・コミック・大会
プログラムなど5,000冊を超える寄贈品の中から一部を展
示し、自由にお読みいただけるようにしています。能代工
業高校元監督の加藤廣志先生の著書など、能代工業に関す
る書籍も充実しています。

　ユニフォームやジャージ、バッシュなど、選手ご本人や
ファンの方などから寄贈された品を展示しています。昭和
30（1955）年頃の能代工業高校のユニフォームなど、同
校の歴史を伝える貴重な品があるのも「バスケの街」なら
ではです。

　ほぼ毎日Ｘ（旧ツイッター）で情報発信。さまざまな話
題が毎回注目され、フォロワーは間もなく１万人！担当の
「中の人」は「多い日は１日３～４件アップ。情報が偏ら
ないように気を付けて、能代科学技術高校や秋田ノーザン
ハピネッツ、JRペッカーズ、アランマーレ秋田などの話
題を発信しています」と教えてくれました。

「月刊バスケットボール」は「月刊バスケットボール」は
1973年の創刊号から最新号1973年の創刊号から最新号
まですべてそろっています。まですべてそろっています。

ジョージワシントンジョージワシントン
大学時代の渡邊雄太大学時代の渡邊雄太
選手のサイン入りユ選手のサイン入りユ
ニフォームニフォーム

Xはこちら

背番号をあしらったパンケーキを背番号をあしらったパンケーキを
映画のマスコット人形と一緒に撮影映画のマスコット人形と一緒に撮影

人気の理由その２人気の理由その２
ほぼ毎日更新
情報満載のＸ

　入口を入ってすぐ左側に、選手の顔写真とプロ
フィールを掲示しています。各種大会の試合映像も
放映中。顔と名前を覚えて、ぜひみんなで科技高バ
スケ部を応援しましょう！

　実業団バスケ日本
一にも輝いたJR東
日本秋田ペッカーズ
やWリーグのアラ
ンマーレ秋田など県
内を拠点に活動する
チームのコーナーで
す。高校バスケだけ
ではない、「バスケ王国秋田」をぜひ知ってくだ
さい。

　能代工業高校バスケ部を監督として全国優勝33回に導い
た名将加藤廣志先生の紹介コーナー。家族から寄贈された愛
用のペンケースや名刺入れなどを展示しています。先生の歩
みをまとめた年表は、バスケとの出会いや優勝の軌跡などを
詳しく知ることができます。

加藤廣志先生コーナー

秋田のバスケコーナー

能代科学技術高校バスケ部
プロフィール紹介コーナー
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スタッフ厳選
来たら見るべきベスト３

人気の理由その１人気の理由その１
なんといっても
資料が豊富！
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　バスケファンはもちろん、バスケをあまり知らない人も
楽しめるような空間づくりを心掛けています。選手のユニ
フォームやシューズ、高校時代の机などは大きさに驚いて
楽しさにつながっています。

　数ある資料の中でも必見なのが、加藤廣志先生が30
年間撮りためたアルバムの縮刷版。12冊あり、バスケ
部選手のコート外の柔らかい表情に先生の愛情が感じら
れます。また、最近はスラムダンク関連資料が増え、
ファンから寄贈されたグッズも並びます。

来館の記念撮影は来館の記念撮影は
顔出しパネルで決まり！顔出しパネルで決まり！

中国から訪れたファン手作り中国から訪れたファン手作り
の横断幕などが並びます。の横断幕などが並びます。

加藤廣志先生の縮刷には加藤先生直筆の加藤廣志先生の縮刷には加藤先生直筆の
メッセージを随所に見ることができます。メッセージを随所に見ることができます。

来館記念のシールも来館記念のシールも
ひそかに人気！ひそかに人気！

ユニフォームは着用可能。大ユニフォームは着用可能。大
きさを体感してみましょう。きさを体感してみましょう。

ファン以外も熱中ファン以外も熱中
楽しい展示充実楽しい展示充実

人気の理由その４人気の理由その４

人気の理由その３人気の理由その３
ファン熱狂のファン熱狂の
貴重な資料多数貴重な資料多数

12月のアランマーレ秋田
の試合も見に来てね！

能代市
バスケの街づくり担当
諸澤　駿さん

能代バスケミュージアム
能代市柳町5-20　℡88-8876
開館時間　午前９時30分～午後６時
入 館 料 　無料　　休 館 日 　年末年始

　県外、国外からの来館者数が大幅に増加した
能代バスケミュージアム。今後は、国内バスケ
ツーリズムや海外からのインバウンド対応はも
ちろんのこと、市内からの来館者を増やすため
の企画作りや外観・内観のリニューアルも計画
中です。直接来館するのが難しい方でも楽しめ
るように、SNSの活用も一層強化していきます。
　バスケの街能代の情報発信拠点として進化し
続ける同館。バスケファンもそうでない人も楽
しませる秘密をぜひ体感してみてください。

進化を続けるミュージアムへ

青森県から家族

と遊びに来てい

た船水鉄生君。

多くの方々にご来館いただき、その度
に新たな出会いがあり、私たちは支え
られていると改めて感じます。当館は
お越しになっていただいた方々と一緒
になって作る施設です。これからもよ
り良い施設にするため、スタッフ一同
努めていきます。
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